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第４回湖南市産業振興戦略推進会議  
 

議事録 
 

■開催日時：令和元年１２月１１日（木） 午後２時００分～午後３時５３分 

■開催場所：湖南市共同福祉施設１階大会議室 

■出席者名： 

≪委員≫湖南市商工会 会長 上西 保 

湖南市工業会 会長 園田 英次 

甲賀農業協同組合 代表理事 専務理事 田村 安佐 

湖南市農業振興協議会 前会長 小島 孝市 

一般社団法人湖南市観光協会 理事 北島 輝人 

一般社団法人湖南市観光協会 理事 武村 みゆき 

㈱滋賀銀行甲西中央支店 支店長 戸簾 和俊 

公益社団法人湖南工業団地 前会長 甲斐切 稔 

滋賀県立甲西高校 校長 岸本 英幸 

近畿経済産業局地域経済部地域開発室 室長 谷原 秀昭 

国立大学法人滋賀大学 社会連携研究センター 特任教授 近兼 敏 

滋賀県立大学 人間文化学部 准教授 塚本 礼仁 

 

≪事務局≫ 

建設経済部 産業振興戦略局 次長 山元 幸彦 

建設経済部 産業振興戦略局 商工観光労政課長 坂田 晃浩 

建設経済部 産業振興戦略局 商工観光労政課 主幹 本井 義久 

建設経済部 産業振興戦略局 商工観光労政課 主事 寺村 憲人 

 

≪委託事業者≫ 

㈱しがぎん経済文化センター 産業・市場調査部 部長 稲木 健 

㈱しがぎん経済文化センター 産業・市場調査部 主席研究員 志賀 文昭 
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■会議内容 

１．開会  

 

２．あいさつ 

 湖南市産業振興戦略推進会議 近兼 敏 会長 

 

３．委員紹介・事務紹介 

 会議出席者数は 12 名。 

 湖南市産業振興基本条例第 18 条第２項の規定により、会議成立の報告。 

 

４．議事 

（１）湖南市産業振興ビジョン策定に向けて原案検討 

 

（議長） 

・それでは、議題の湖南市産業振興ビジョン策定に向けて、原案の説明を事務局から 

お願いします。 

 

（事務局） 

 ・今年の１月、３月、10 月に産業振興戦略推進会議を開催し、その後、各委員から 

  の意見を事務局で整理した。その内容、意見を踏まえ、湖南市産業振興ビジョンの 

原案および実施プランを提案したい。本日は、この案をブラッシュアップしていき

たいと考えているので、多様な意見をいただきたい。なお、中身の目標値について

は暫定のもので、再度検討し設定していきたいと考えている。 

・スケジュール表をご覧ください。本日の第４回目の会議の後は、第５回目の会議を

来年の１月から３月に開催したいと考えている。そして、パブリックコメントが今

後控えており、その後策定の方向で進めていこうと思っている。しかし、各委員の

意見をすべて聞くことができない状況もあるかと思うので、もう１回、会議を開催

するかもわからないので、その際はよろしくお願いします。 

・それでは、産業振興ビジョンの原案および実施プランの詳細については、委託事業 

 者のしがぎん経済文化センターから説明をお願いします。 

 

（委託事業者） 

・１ページの第１章にビジョン策定にあたっての背景、趣旨の説明がある。最初のフ

レーズでは、市の産業の変遷を書き、次は最近の社会変化、いわゆる少子高齢化等

の問題を列挙。続いて、産業振興自体の重要性とはどういうものがあるかを簡単に

まとめ、昨年３月に制定された「地域産業振興基本条例」について簡単にふれてい



 

 3

る。次のフレーズでは、その条例のポイントと本ビジョンをその中で策定するとい

うことを改めて書き、最後に、このビジョンと総合計画との関連性を書き、本ビジ

ョンの方向性を簡単に説明している。 

・右の２ページの図は、ここで第２次総合計画と基本条例と本ビジョンの３つの関係

をイメージ図として表している。上に総合計画、下に基本条例、真ん中に本産業振

興ビジョンがあり、両方と関係しているということを示している。 

・３ページは、計画の期間。これは前回も説明したが、計画期間は総合計画の 10 年

間に合わせるということが１点。それから、下のグラフにもあるように、前期、後

期で各５年間に分け、総合計画の進捗度合い、修正といったものを反映して進めて

いきたいということで、時期を総合計画とは若干ずらして設定している。そして、

最後には見直しの期間を設ける。 

・次の４ページからは「主要産業の現状と課題」で、ここから 13 ページまでは前回

の第３回の会議で説明したので詳しくは言わないが、まずは現状分析で「地域経済

循環図」がある。下のグラフはやや専門的すぎてわかりづらいので、もう少しわか

りやすく加工していきたいと思うが、地域経済循環図では生産面でみて第２次産業

が強い産業構造になっている。また、地域経済の自立度をあらわす指標をみると、

県内でも７番目に高く、この地域は非常に自立度の高いという地域だということが

わかる。 

・次の産業構造は、付加価値額でみると製造業が半分強を占め、滋賀県でも５番目に

高く、全国と比べても高いということ。製造業に次いで高いのが運輸・通信業、そ

の中でも道路貨物運送業は県内でも３番目の高さになっている。製造業では、製造

品出荷額でみると、輸送用の機械器具製造業が一番多いが、常用従業者数ではプラ

スチック製品の製造業が一番多い。 

・次の７ページは農林業。農家数は 310 戸、うち専業農家は 52 戸で、第２種兼業農

家が 239 戸で 77％、これは周辺の市町に比べても非常に高い数字。主な産出額を

みると、米が半分強を占め、近隣の市町と比べると産出額は最も少なく、逆に米の

割合が高いということが特徴。林業では、森林面積を所有形態別にみると、私有林

が９割強を占めている。 

・８ページは商業。年間商品販売額でみると、卸売業、小売業ともに２年前に比べて

増加している。９ページは観光で、年間の観光入込客数を直近の数字でみると、62

万 6,000 人で、残念だが県内では 14 番目で、水準が低い。目的別でみると、買い

物・食事等が多く、次いで温泉・健康となっている。月別でみると、紅葉シーズン

の 11 月が最も多く、冬の１月、２月が少ない。右のページで主要な観光地をみる

と、「ここぴあ」「十二坊ゆらら」「湖南三山」などが全体の約７割を占め、ここに集

中している。とくに「ここぴあ」が３割強で最も多い。あとは「ゆらら」「湖南三

山」と続く。 
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・次に課題分析で、現状分析に基づく課題分析。これも前回説明したところで、強み、

弱み・課題も前回の会議を受けて整理をしたもの。右の 12 ページは、この推進会

議で出た意見に基づいて、弱み・課題を整理した。追加したところをいうと、下の

表の②「企業の定着について」の一番上にある「研究機関が併設されたマザーファ

クトリーの誘致が不十分」は、前回、この会議の中で、ある委員から出た意見を反

映して、ここに入れてある。 

・次の 13 ページは、社会動向による将来分析。いわゆる時代の流れ、社会環境の変

化といったところから将来的な外部環境要因を整理し、産業振興にとっての機会、

チャンスや、逆に脅威となるものをまとめて整理している。もっとたくさんの機会

やチャンス、脅威もあるだろうが、湖南市の産業振興にとって直接・間接的に関係

するところを絞り込んで列挙している。ここまでが前回の会議で説明し、なおかつ

修正した部分ということ。 

・本日は、この 14 ページ以降をとくに説明するので、議論していただきたい。 

・まず、「第３章 基本方針の体系」について。このビジョンの上位計画である総合

計画に将来像が定められており、「ずっとここに暮らしたい！『みんなで創ろう き

らめき湖南』」というものを実現するために、本ビジョンは、目指すべき方向性を

基本ビジョンという形で定めたいということにしている。 

・基本ビジョンは、【地域特性を活かした「湖南市型の産業モデル」の創出】という

方針を掲げたい。これは簡単にいうと、湖南市の自然環境、社会環境、産業環境と

いったものの地域特性を活かしながら、域内の消費の拡大、域外からの人やモノ、

資本などの流入を増やすという仕組みをつくって、地域内の経済循環の向上を図る

というモデルをつくっていこうということ。これは、総合計画のまちづくりの目標

の３番目に「活気あるまちをつくろう」というものがあり、この中に３つのポイン

トが示されていて、１番目が「企業誘致や新たな産業の育成」、２番目が「交流人

口の拡大」、３番目が「就労機会の創出による活気あるまちづくり」というものが

柱になっている。これらを受けて５つの基本ビジョンを設定し推進していきたいと

いうこと。総合計画と基本方針との関係はイメージ図に記載している。 

・「２．全体の体系」では、この基本方針と基本ビジョン、具体的な施策、実施プラン

の関係性を表したのが、その体系図。基本方針の下に５つのビジョンがあり、それ

ぞれの基本ビジョンの下にそれぞれ３つずつの具体的な施策がある。そしてそれぞ

れの具体的な施策の下に、具体的な実施プランというものを２つないし５つのプラ

ン、それぞれ設定しているという形になっている。全体像をＡ３の大きな紙で配っ

ているので、これで全体像がわかると思う。基本ビジョンが５つあり、それぞれ３

つの具体的な施策があり、それぞれの具体的な施策に実施プランが２つないし５つ

設定されているという体系になっている。 

・次に、15 ページの「第４章 基本ビジョン、具体的な施策プラン、目標指標につい
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て」の説明を聞いてほしい。まず、基本ビジョンは、湖南市の産業振興にとっての

強み（Ｓ）、弱み（Ｗ）、機会（Ｏ）、脅威（Ｔ）といった要因を分析して、「ＳＷＯ

Ｔ分析」によって５つの基本ビジョンを設定した。18 ページにＳＷＯＴ分析の簡単

なチャート図がある。左側に第二次総合計画の施策として大きく農林業の振興、工

業振興、商業振興、観光振興、雇用問題と挙がっていて、それぞれの項目について、

湖南市の特徴である強み（Ｓ）、弱み（Ｗ）、将来の見込みについての機会（Ｏ）、脅

威（Ｔ）を並べている。こういったものをあわせながら、５つの基本ビジョンをこ

こに設定した。 

・15 ページに戻り、それぞれの基本ビジョンを簡単に説明したい。まず、基本ビジョ

ン１は「企業進出や定着のための規制緩和、インフラ整備」で、企業誘致、進出企

業といったものをイメージしたもの。新しい企業の進出や既存企業の定着といった

ものに必要と考えられる、例えば工場立地法の緩和、そして新たな産業団地開発の

ためのプロジェクトチームを設置することや操業環境のニーズ把握といった産業

基盤の整備。前回の会議でも出ていたが、研究機関が併設されたマザーファクトリ

ーの誘致の積極的推進、交通インフラの整備、公共交通の利便性向上といったもの

を行って、企業誘致を積極的に推進していく。 

・基本ビジョン２は「地域内企業の連携強化と起業・第二創業支援」で、地域内企業

をイメージしてそれらの連携強化と起業・第二創業支援を設定する。市内の立地企

業、中小企業者が技術協力や人材交流をすることによって、新たなビジネスチャン

スの創出を図り、湖南ブランドのものづくり、商品開発を推進するということや、

地域資源を見える化することによって、創業者を受け入れる等々の仕組みをつくっ

て、女性の起業をはじめ、そういった起業をするための体制を整備するということ。 

・基本ビジョン３は「海外事業展開の支援や国際競争力の強化」で、まさに国際化支

援ということ。地元の中小企業者の海外事業展開を支援するということで、関係機

関等のネットワークを活用して多様なものづくり産業の強みをさらに増強するこ

とで、国際競争力を強化する仕組みを整備するということ。 

・ビジョンの４番目は、市・農商工と観光をネットワーク化し、地域資源の活用と創

造するということにした。湖南市の地域資源を活用するというビジョンで、新しい

体験型の観光の企画・運営、地域活性化のための農福連携の推進といった新たな産

業振興の創造を図るということや、市のサポートのもとで「みらい公園湖南」の有

効活用を通じて、農商工が連携して６次産業化を推進する、そのためのビジョンと

いうこと。 

・最後の５番目のビジョンは、「人材の育成と職場環境の改善による雇用の安定化」

ということで、雇用の問題。市内の立地企業、中小企業者での就労機会の創出、人

材育成による地元定着を図るということで、女性や高齢者、外国人材の雇用を推進

していくこと。併せて、働き方改革やワーク・ライフ・バランスといった職場環境



 

 6

づくり、障害者雇用も推進していくということ。 

・次に 19 ページ。このビジョンと第二次総合計画との位置づけ、関係性といったも

のを表したのが下の図。第二次総合計画が左にあり、それには５つの柱があり、目

標指標も右側にそれぞれ５つある。縦に産業振興ビジョンがあり、それも同じよう

に基本ビジョンが５つあって、評価指標については後ほど説明するが、それぞれ２

つずつ設定した。そういう意味で、総合計画とリンクしているということをわかっ

てもらえばと思う。 

・次の 20 ページは具体的な施策で、５つの基本ビジョンを推進するために具体的な

施策をそれぞれ３つずつ設定した。これは前回の会議の最後に委員の皆さんに提示

し、意見をもらった表で、詳しくは後ほどご説明する。 

・21 ページは、Ａ３に拡大し印刷し配付したが、５つの基本ビジョンの下に３つの具

体的な施策があって、さらに実施プランを２つから５つ設定した。詳細は後ほど「実

施プラン」という冊子で説明したい。実施プランは前回の会議やその後の委員の皆

さんからの意見などを反映し作成した。 

・次の 22 ページは、目標指標で、基本方針の目標に対して１つの指標といったもの

を設けたいということで、このビジョンの中では最上位の目標の指標になると思う。

これは、下のグラフの経済活動の「市内総生産」という指標を使いたい。国では、

2018 年６月に未来投資戦略を立てた。その中で 2020 年度の名目のＧＤＰを 600 兆

円にするという目標が掲げられ、そのためには、平均成長率を毎年２％増加させる

必要があるということだった。これに合わせて、湖南市の経済活動の市内総生産も

同じように２％ずつ毎年増加させていこうという目標を設定したということ。この

市内総生産は、市全体の経済規模が拡大していくのか、縮小しているのかといった

ことがわかる物差しとして適当と思われるので、その指標を使用するということ。

ちなみに、直近の数字でいうと 2015 年度は 2,852 億円で、これを毎年２％ずつ増

加させるということにすると、2020 年度では 3,140 億円と、基準年に比べて大体、

１割増ということになる。そこからさらに 2024 年度までに毎年２％ずつ増加させ

ると、基準年から約 19％、２割アップの 3,400 億円、最後の 2029 年度には 3,750

億円ということで、基準年から比べると 31％増、３割アップになるということ。 

・続いて 23 ページ。このビジョンに基づいたそれぞれの施策の進捗度合いを評価す

る指標、いわゆる「ＫＰＩ」（Key Performance Indicator、重要業績評価指標）みた

いなものを設定していこうと考えている。総合計画との対応でみると、総合計画の

「活気あるまちをつくろう」というところの「農林業の振興」などの５つのところ

とこの基本ビジョンとの関係性をここに表示している。 

・次の 24 ページに詳しい進捗の指標があるが、データ自体は、現時点でとれる指標

を設定し、状況によっては見直し、継続的な評価といったものが必要になってくる

ので、適宜変更していく可能性もある。定期的なアンケート調査や企業訪問などの
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モニタリングといった定性評価も併せて行っていく必要があると思っている。１番

目の「企業進出や定着のための規制緩和、インフラ整備」という基本ビジョンにつ

いての指標は２つ。１番目は企業単位の付加価値額で、基準年は直近の 2016 年の

626 億 6,900 万円として、目標年度 2020 年度、24 年度、29 年度にそれぞれ設定を

した。目標設定の根拠としては、2016 年までの過去５年間の年平均伸率を計算して

みると 3.9％減だが、マイナスでは具合いが悪いので、プラス２％増として 2020 年

度以降の目標に設定した。２番目の指標はＪＲ３駅の１日当たりの乗客数で、駅前

の活性化などを図り、乗客数を増やしていこうということ。直近の 2017 年度は

6,268 人で、これを 2029 年度最終年度には 7,063 人まで持っていきたいというこ

と。 

・次の２番目のビジョンについては、まず商工会の経営指導員の巡回指導や窓口指導

の指導件数を挙げた。これは、今までの５年間でみると大体年率 6.6％なので、７％

増ぐらいで計算し、最終 9,445 件までにしたい。２番目の指標は、法人市民税の納

税者数で、その中でも１号法人、いわゆる一番規模の小さな、資本金でいうと 1,000

万円以下、従業者数では 50 人以下の法人。要は、創業・起業がどれだけ進んでい

るかという部分の指標。直近では 0.4％増ということなので、0.5％増で直近の 841

人を 884 人まで持っていこう、大体 40 人ぐらい増やしていこうということ。 

・３番目の海外支援。まずは海外事業展開や国際競争力の強化のためのセミナーを開

催していくということ。現在、市ではそういったセミナーがないので、年１回程度、

企画、開催していこうという目標。２番目の目標は、市内の事業者から、栗東にあ

る県の工業技術総合センターの技術相談や試験機器の利用件数で、これらを利用し

て国際化支援に取り組んでもらおうというもの。これも年率６％ぐらいの増加とい

うことで年間 186 件の利用件数を目標に挙げている。 

・４番目のビジョンの目標では、まずは市内の観光入込客数。2018 年度で 59 万 5,000

人、それを目標としては年率５％増ぐらいということで、数字的には現在の 60 万

人弱を 100 万人の大台まで持っていこうという計画。次の農業産出額は 7.5％の実

績に対して８％増ということで、現在、総額で８億 9,000 万円というところを 24

億 2,000 万円というところまで持っていこうということ。 

・５番目のビジョンについては、ワーク・ライフ・バランス推進登録法人数、現在 23

法人ということだが、これを 45 まで持っていこう、毎年２法人ずつ登録をふやし

ていこうという計画。最後に、ハローワークでの新規の求人数。甲賀市とカウント

は合算しているので、トータルでみるという必要があるが、一般とパートの年度計

ということで、これも年率大体３％増、１万 9,400 人まで新規の求人数を持ってい

こうという目標。 

・続いて 25 ページでは、「第５章 重点プロジェクト」というものを考えている。こ

れは、ここに掲げた５つの基本ビジョンを推進する際に、特に重点的に取り組むべ
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きプロジェクトといったものを以下３つ設定したということ。ただ、これはあくま

でもひとつの案で、今後、こういったものが必要かどうかということも、ここで議

論していただきたい。また、委員の皆さんでテーマも含めて検討してもらいたいし、

アイデアも出してほしいと思っている。 

・１番目が「みらい公園湖南」。これを拠点とした新たな価値をつくり出すプロジェ

クト。２番目は、「湖南市企業ガイド」というものがあるが、これでビジネスマッ

チングとか求人などのリクルートといったものを促進していこうというプロジェ

クト。３番目が、事業用地の整備に基づく産業基盤強化プロジェクトというもの。 

・26 ページは、「第６章 推進体制と進捗管理」。推進体制については、幅広いネット

ワークを組んで、関係するものがすべてタッグを組んでやっていこうということだ

が、市の中でも全庁的な体制づくりをし、市を挙げて産業振興にも取り組んでいく

ということと、地元の経済団体、教育機関、大学などとも連携を図って、柔軟性を

持って推進していくということ。これはある意味で、冒頭申し上げた基本条例とも

相通ずるところと考えている。 

・それから、２番目の進捗管理。下のチャートにもあるが、よくご存知のＰＤＣＡサ

イクルを回して、より発展的に推進していくということを考えている。 

・そして、次の 27 ページ以下はまだ未作成だが、用語解説、本会議委員の名簿、会

議の開催経過といったものを最後に載せていこうと思っている。 

・続いて、もうひとつの冊子の「実施プラン」の原案を説明したい。これは、先ほど

手元に配付したＡ３の一枚物のペーパーの一番右側の実施プランを改めて別の冊

子にしてまとめたもの。とくに前半部分の５年間のプランということなので、振興

ビジョンとは別にして冊子にした。ページを繰ってもらうと、まず目次があって、

実施プランとして５つのビジョンごとに実施プランがあり、最後に重点プロジェク

トを挙げた。 

・１ページは、ここに実施プランを示すということを書いている。その実施主体につ

いては、市、関係機関、民間、大学等というものを挙げている。こういった機関が

連携をとりながら、このプランを推進していくということになるわけだが、市は国

や滋賀県を筆頭に、この地域の関係機関、商工会をはじめ工業会などとタッグを組

んで、ネットワークを組んで推進していくということ。民間では市内の企業や個人

事業者、金融機関、ＮＰＯ、大学では、県内をはじめとする大学、短大、専門学校、

高等学校などといったものが一緒になって進めてほしいということ。 

・次の２ページは、基本ビジョンがどういう形で出てきたかということを、先ほど説

明したＳＷＯＴ分析のチャートで同じように説明している。３ページから、具体的

な基本ビジョンと実施プランを見てほしい。まず、基本ビジョン１は企業誘致や進

出企業をイメージしたものだが、「（１）土地の有効活用とインフラ整備」といった

具体的な施策に関しては、実施プランとしては５本設定した。①は工場立地法の緑
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地面積率の緩和制度の創設ということで、規制緩和の問題。これは前回の会議で、

ある委員から意見を出してもらったもので、それを参考に設定した。③具体的な立

地ニーズに基づいた開発プロジェクトチームを設置するとか、④の企業立地促進奨

励制度といったものを推進していくというようなプラン。それぞれ右側に、実施主

体がどこかと書いてある。市だけでやるのか、民間と一緒にやるのか、あるいは関

係機関と一緒にやるのかという実施主体のこと。それから、５年間の進行状況とい

ったものを今の時点で計画的に挙げている。例えば①では、最初の年に実施して、

後は継続して、５年目に見直す、②だと、最初の年は検討で、次の年に実施して、

後は継続、最後は見直すというような形で進めていくというような考え方。 

・「（２）産業基盤の整備と企業誘致の強化」だと、例えば一番上の操業環境等に関す

る事業者アンケートを実施し、分析するということ。④は、マザーファクトリーを

はじめとする企業誘致の積極的な推進というものも項目として挙げている。これも

前回の会議で、議長をはじめ複数の委員からでた意見を反映した。それから「（３）

道路交通網の整備とＪＲ草津線の利用促進」は前回、ある委員から出た意見を反映

しているが、①交通インフラの整備、幹線道路へのアクセス道路、周辺市町を結ぶ

広域交通ネットワークといったものの整備というのを挙げている。また、それぞれ

のビジョンの下に、最後に「進捗評価指標一覧表」というのもあわせてここに挙げ

ている。 

・次の５ページは、基本ビジョン２、市内の中小企業者や起業・第二創業といったも

のをイメージしたビジョンだが、その１番目は「（１）多品種小ロット生産などの

ニーズ対応型の事業展開支援」ということ。まさに地元の中小企業の一番の強みと

思われる多品種小ロット生産といったものをさらに伸ばしていくための施策とい

うことで、例えば、①経営相談の強化、経営支援制度の充実や、②ビジネスマッチ

ングの推進といったものをプランとして挙げている。「（２）相互流通協力、相互人

材交流による湖南ブランドの確立支援」については、産学官金連携といった環境の

もとで、立地企業、中小企業者相互に技術協力をして湖南ブランドのものづくり、

商品開発を推進していこうというようなプラン。「（３）ＳＤＧｓの視点に立った起

業・第二創業支援」では、ＳＤＧｓには 17 の目標と 169 のターゲットがあるが、

その視点、その考え方を活用しながらソーシャルイノベーションの推進、社会課題

解決型の起業といったものを推進していこうということ。これは、ある委員の意見

なども参考にしながら入れた。それから、②には地域資源の「見える化」の推進と

市民参加の仕組みづくり、市外からの起業者の受け入れや、起業者とともに歩んで

いく、進めていく伴走支援の仕組みづくり、支援体制の整備といったものを挙げて

いる。この２つも複数の委員からの意見を反映している。 

・７ページ、基本ビジョン３は、国際化支援ということだが、まず「（１）海外事業展

開の支援強化」で、実施プランの①にある彦根に開設された「ジェトロ滋賀」を積
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極的に活用していくことを推進していこうということ。「（２）は多様なものづくり

産業の強みを生かした国際競争力の強化」ということで、②の大学や「工業技術総

合センター」といったところを活用しながら、国際競争力を強化していこうという

こと。「（３）高度プロフェッショナル人材の確保、育成、活用」は、とくに海外事

業展開、新分野進出、販路開拓、事業承継といった非常に大事な経営課題を解決す

るために、専門的なノウハウを持っている高度プロフェッショナル人材を活用して

推進していく仕組みづくりを進めていこうというのがこのプラン。 

・基本ビジョン４はまさに地域資源活用の部分のビジョンだが、「（１）市内の観光消

費額の増加」ということで、①の産業ツーリズム、ウェルネスツーリズムといった

体験型の観光を推進していこうということ。これは、前回の会議では複数の委員か

らの意見を反映している。「（２）「みらい公園湖南」の活用」は、「ここぴあ」と「Ｈ

ＡＴ」、チャレンジ農園を有機的に運営することにより６次産業化を推進する、農

業ツーリズムなどの波及拡大をしていくということで、地域産業活性化の拠点とし

て一層充実を図っていくということ。これには、次のページの②だが、市内の工場、

研究農場とも連携した６次産業の推進というものを進めていきたい。また、⑤の企

業の工場見学を通じて産業ツーリズム等を波及拡大していくということ。（３）の

具体的な施策では、「新規就農、農福連携の推進」ということで、取り組み内容に

ついては、ここはある委員からの意見で全面的に修正をしたが、伝統野菜、例えば

「下田なす」や「弥平とうがらし」の市場創出、普及活動を推進しながら、米づく

り中心から園芸・果樹の生産拡大を図るということで、多様な付加価値作物への転

換を図っていく。あわせて、湖南ブランドを構築するということ。さらに、ＧＡＰ

認証の取得支援といったものの体制もつくる、農福連携の仕組みもつくっていくと

いうことで、まさにスマート農業の普及拡大の検討を行っていくということ。この

中身の実施プランとしては、①園芸作物の問題、最後の⑤伝統野菜の問題といった

ところも、ある委員の意見を反映したもの。 

・12 ページの基本ビジョン５、「人材育成、職場環境の改善」の部分の具体的な施策 

は、まず「（１）人材育成・人材派遣の推進」ということで、とくに若者の地元定着

といったことを推進するということを大きな柱にしていきたい。そういう意味では、

③人材派遣事業の整備・推進、④「企業ガイド」によるマッチング・リクルートの

推進というところを進めていきたい。「（２）は女性、高齢者、外国人材の活用促進」

ということで、とくに人手不足に対応した女性、高齢者、外国人材の雇用促進を図

っていくということ。右のページの（３）働き方改革は、ワーク・ライフ・バラン

ス、障害者雇用の推進ということで、それぞれ実施プランを挙げている。 

・最後の 14 ページは先ほど説明した重点プロジェクト。これはひとつの案というこ

とでここに３つ掲げた。 

・資料の説明は以上。 
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（議長） 

・ありがとうございました。今、説明のあった湖南市産業振興ビジョン原案について、

意見や質問を受けたいと思う。たくさんあるので、ページを繰りながら、気のつい

たところからいただきたい。 

      

（委員） 

・原案の９ページの（６）観光のところで、これは既に確認済みのところだが、気 

になっているところが幾つかある。まず、市内の年間観光入込客数があって、その

目的が、「都市型観光（買い物・食等）」「温泉・健康」「公園・テーマパーク等」「歴

史・文化」という形で順位が書いてあるが、月別にみると 11 月は紅葉シーズンで

あるには違いないんだが、何でここにいきなり「紅葉シーズン」がでてくるのか。

次に８月というのは何のキャプションもないことになっているが、敢えて紅葉シー

ズンとつけた意味があるのなら結構だが、「紅葉シーズンの 11 月」とするなら、８

月も何かつけないと基本的にいかがなものかと思う。 

 ・また、10ページの観光地名に「ここぴあ」という表現がある。市としては「ここぴ

あ」はいいのかもしれないが、運営管理をしているＪАとしては、この表現が正し

いのか疑問。 

・次に 13 ページ。外部環境要因の「脅威」のところの農林業の１番目の「高齢化に

よる耕作放棄地の拡大」だが、高齢化だけではないので「など」を入れていただき

たい。その表現が 16 ページや 18ページにも出てくるので、統一してほしい。 

・21 ページの「４．実施プラン」の４（２）②の「工場や研究農場とともに連携した

６次産業化の推進」という部分で、「工場」は「企業」ではないか。工場と農場とい

うことで対にして使われているなら、それはそれで結構と思うが。 

・25 ページ。「第５章 重点プロジェクト」の１番目の「みらい公園湖南」のところ

だが、「…拠点施設を核とし、地元農産物の生産・販売拡大といった６次産業化」

というのは日本語になっていないと思う。「…地元農産物の生産・販売拡大を図る

とともに、６次産業化を…」というような形にしてはどうか。ここの後にも「市内

の工場や研究農場」というフレーズも出てくる。これも「企業」ではないのか。も

う一つ言うならば、「など」と「等」が平仮名と漢字があったように思う。整理、統

一をお願いしたい。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。今のところで回答できるところだけ、説明をお願いしたい。 

 

（委託事業者） 
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・質問のすべてに回答はできないが、１点目の９ページの「紅葉シーズン」について

は月別でどんな観光地に行く人が多いかというデータがあり、前回、副議長からも

質問をもらったことだが、それをみると、11 月には「湖南三山」にたくさんの観

光客が来られていることがわかったので、それで「紅葉シーズン」と書いた。逆に、

８月は「十二坊温泉ゆらら」のオートキャンプ場を訪れている人が多いので、オー

トキャンプなどを入れてもいいかもしれない。そこは書くのだったら両方書く、書

く必要がなければ両方とも外すというようにしたい。 

・「ここぴあ」のことについては、市に話を聞きたい。 

・21 ページの「ビジョン４」の具体的な施策（２）②の「工場や研究農場と連携した

６次産業化の推進」というところで、「工場」は「企業」ではないのかということだ

が、もちろん別に工場でなくてもいいので、そこは変更してもいいと思う。 

・25 ページの文章については、持ち帰りもう一度、見直したい。 

 

（議長） 

・10 ページに「ここぴあ」を入れるかどうかということを気にしているのか。 

「ここぴあ」が観光地かどうか。 

 

（委員） 

・そういう意味ではなくて、一番多いから入れたのならよいのだが、「ここぴあ」だ 

けの数字なのか。イオンタウンのビッグと「ここぴあ」を総称した言葉ではないの

か。 

 

（事務局） 

・「ここぴあ」だけの数字。 

 

（委員） 

・ＪＡが市に報告している数字なのか。 

 

（事務局） 

・そのとおり。「ＨＡＴ」もできたので、「みらい公園湖南」という考え方もできる。 

 

（委員） 

・それをすると、29 年度と 30 年度で数字が違ってくるのでは。 

 

（事務局） 

・当然、そこの違いは出てくるが、そういう書き方でもいいのかと思う。 
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市としては「みらい公園湖南」という構想に基づいてやっていて、「ここぴあ」と

「ＨＡＴ」と「チャレンジ農園」の３つを合わせて観光入込客数の中に入れている

ので、そういう形で整理してもよいかと思う。 

 

（委員） 

・わかりました。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。では、その部分を修正してください。他の委員はいかがで 

しょうか。 

 

（委員） 

・この産業振興戦略推進会議は計画やプランを立てる委員会ということだが、一番、 

大切なのはＰＤＣＡを繰り返すことだと思う。ここはそれを議論する場ではないの

かという気もするし、それが一番大切ではないか。“ちゃんと書きました”“すばら

しい資料ができました”、しかし、絵に描いた餅に終わらせないために、それをど

うしたらいいんだろうかと議論すべきではないのか。 

・この戦略推進会議は 10 年間の期間だが、以前もあったのか。これは初めてか。 

 

（事務局） 

・はい、そうです。 

 

（委員） 

・これをいかに機能させるかというのが一番大切なのではないか。“これはここの部 

署で”といろんな役割があって、それは事務局で計画されているとは思うが、この

ＰＤＣＡを繰り返そうと思えば、すごくたいへんだろうと思う。そちらはどういう

ように進めていくつもりなのか。 

 

（議長） 

・これは原案なので、これをすべてやりますという形にはなっていない。今、話して 

いるのは、例えばこれをどういう形で進めるか、あるいはもう少し選択しながらや

るかとかの進め方のことだ。基本ビジョンが５つあるが、例えば３つのプロジェク

トを優先的に進めるかとか、そういうことも含めて意見をいただいているところ。 

・今後、これだけの項目をすべて、誰がどういうように責任を持ってやるかというと

ころは、まだ何も決まっていなくて、今のところたたき台をつくっているというと

ころ。今日、これでまとまるかどうかはわからないが、皆さんに意見をいただきな
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がら、これは場合によっては要らないかもしれないとか、あるいはやっぱりこれは

追加したほうがいいとか、そういうことを話してほしい。 

 

（委員） 

・４ページの「地域経済循環図」で、湖南市の地域経済循環率は７番目だが、ちなみ 

に上位３位と下位の 18番、19番を教えてほしい。やはり、この「地域経済循環率」

というのは上がるほうがいいのだったら、その市町を目指していかなければいけな

いから、それを書いたほうがよいと思う。 

・もう１点。22 ページの目標が「経済活動市内総生産」ということだが、人口減少や

高齢化、人材不足といいながらこのような数値を挙げていてよいのか。それを行う

にはこういうことが必要だということが書いてあるのであればわかるが、国が 600

兆円の目標を持っているから２％と書くというのは乱暴ではないかという感じが

する。この２点を教えてほしい。 

 

（議長） 

・地域経済循環率の上位と下位について、今、回答できますか。 

 

（事務局） 

・１番、２番、３番は、竜王町、多賀町、米原市の順番。下位については、今はわ 

 からない。調べて追加したい。 

 

（議長） 

・私もこの循環図をここに使うのがいいとはあまり思わなかったので、もう少しわか 

りやすいものに替えてほしい。結局、どれだけ湖南市にお金が入って、どれだけ出

ているかというぐらいのシンプルな図に替えた方がよいと思っている。 

 

（委員） 

・22 ページに関してはもう１点あって、そこにこういう施策が必要だということを 

書いても、国の施策だからどうしようもないだろう。 

 

（議長） 

・これも事務局と話をしていて、これは基本的に国のＧＤＰの数値が入っているので、 

湖南市の実態に合っていない。できたら湖南市の実態に合わせて、もう一度検討し

てほしい。でないと、非常にわかりづらく、着地点が外れたら具合いが悪い。他は

いかがですか。 
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（委員） 

・「人材派遣事業の整備、推進を図ります」というのはどういうことか。20 ページの 

５番目の「人材の育成と職場環境の改善による雇用の安定化」の（１）に「人材育

成・人材派遣の推進」、それから 21 ページの③に「人材派遣事業の整備、推進」と

あるが、人材派遣というのはどこから出てきたのか。細かいことが入っているかと

思ったらそうでもないし、どういうところからこの項目が出てきたのか。 

・それと、（２）の③の「外国人材の確保・活用促進」は、市が考えるビジョンの中に

必要かということ。何かをするのだったらいいが、例えば、もっと勉強会を行って

外国人の就労を増やすのだったらいいが、裏づけもなくただ書くだけだったら意味

がない。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。これはいかがですか。 

 

（委託事業者） 

・この地域で人材派遣事業を実際に行っている方々の状況をつかんでいないので、そ

のあたりも聞きながら具体的にどうところを進めていくかなど、内容を詰めていき

たいと思う。また検討していきたい。現時点では項目として挙げたという段階。 

      

（委員） 

・当方も指定業者になり、厚生労働省の認定をもらっているが、事業して、整備し 

て、推進するというのは、何をどのようにすることなのか疑問。「障害者雇用の推

進」というのは、ある程度具体化した形でやっていかないと、ただ書くだけに終わ

ってしまう。だから、法定基準に合った事業推進をやるとか、市がもっと前向きに

やっていくとかいう表現であったらいいが、単なる当てずっぽうで書いたらいいと

いう表現になっているように思う。ここら辺の表現をもう少し考えてほしい。 

・観光でも、「企業の工場見学を通じた産業ツーリズム等の波及拡大」というのは、 

この地域の製造業では企業がパーツや部品などをつくっているので、見学できるシ

ステムがあるのは、これだけの工場があっても２～３社に限られていると思う。だ

から、特殊なケースで見学できるところはあるが、一般の人が入れるかなどの問題

があるので、これをこの中に入れていいものか、あるいはもう少し考えた表現に変

えたほうがいいと思う。非常に厳しいところなので。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。例えば、「人材の育成と職場環境の改善による雇用の安定 

化」というところだが、この項目を入れたのは、元々、総合計画のところに「就 
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労機会の創出による活気あるまちづくり」というのがあったので、その部分から入

れた。具体的な施策を入れていかないといけないので、そういう表現が入ってきた

と思う。本来は、前回、委員の皆さんにアイデア記入表を市から配付したが、回答

は２名だけで、他の委員の回答がなかったので、ここはある程度入れたほうがいい

だろうということで、関連する項目を入れた。しかし、実際にできるかどうかわか

らないものを入れてどうするのかというところは、表現を変更していかざるを得な

いと思う。 

・他はいかがですか。できる限り数多く出してもらったほうがよいと思う。 

 

（委員） 

・２点ある。１点目は、「実施プラン」の原案の３ページで、「企業進出や定着のため 

の規制緩和、インフラ整備」の実施プランの中で、例えば「具体的立地ニーズに基

づいた新産業団地開発のプロジェクトチームの設置」とあるが、岩根に工業団地が

あり、それ以外に新しい団地をつくるというイメージか。 

・もう１点は、５ページに「地域内企業の連携強化と起業・第二創業支援」、実施プ 

ランで「経営相談の強化」とか「ビジネスマッチング」、あるいは「事業承継」とあ

るが、これはあくまで市としての施策の中で、商工会とか金融機関に運営を任すと

いう形でいいのか、あるいはその次の「ジェトロの活用」とか「海外事業展開のた

めのビジネスマッチング」といったところは、敢えて必要なのか。企業がジェトロ

へ行ったらいいだけのことだし、海外企業とのビジネスマッチングは、例えば湖南

市として積極的に香港で商談会などを催していく気構えがあるかなど、そういうと

ころを一度、確認させていただきたい。 

 

（委託事業者） 

・１点目をもう一度、詳しく説明してほしい。 

 

（委員） 

・岩根に工業団地があるが、それ以外に何か新しい産業団地をつくる計画があるのか 

どうか。そのためのプロジェクトチームを設置するのは 22 年度に実施を考えてい

るような意味合いなのかを確認したい。また、工業団地の中の、例えば緑地面積の

緩和については、例えば緑地の割合が今まで 50％で、それを 40％にすることによ

って工場の増設ができるとか、多分そういう緩和だと思う。この新しい工業団地の

開発プロジェクトチームというのは、全く違うところに工業団地をつくるとかの計

画であれば、当方としても企業誘致などにも関与できるのかなと思う。 

 

（委託事業者） 
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・計画自体はまだないと思う。これから、そういうニーズがあるのであれば計画を進 

めていくし、それを図っていこうということになると思うので、そういうプロジェ

クトチームを組んでニーズを探りながらやっていこうという流れだと思う。 

・５ページの経営相談やビジネスマッチング、７ページのジェトロといった問題で、

どれだけ市が関わっていくかというところは、何でも市が引っ張っていって、例え

ばビジネスマッチングをやるんだとか、ジェトロを使ってもらうんだということで

はなくて、関係者が協力しながら行う。場合によっては市が黒子
く ろ こ

になる場合もある

し、そのあたりは連携をとりながらやっていくことだと思う。だから、あくまでも

主体というよりも連携しながらやっていくという形になるというように考えてほ

しい。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。他はいかがでしょうか。 

 

（委員） 

・先ほどに関連して 12ページの「湖南市産業振興戦略会議の課題と分析」というの 

を見ていたら、「地域産業の発展には、慢性的に人手不足の企業が存在し、数人で

も融通しあえる仕組みが必要といった意見や…」とある。これは「意見」というよ

うな書き方でいいのかはわからないが、もう一つ、その下に「…県内には日本語学

校がないので、外国人材を呼び込み、受け入れる仕組みができていないこと、女性

が起業できる制度や補助金がないことなどの意見がみられます」とあるが、これは

どういうことか、ちょっと理解しにくい。「インターナショナルスクールを併設し

た学校」というような言葉で人材を確保していくとか、また、湖南市と企業が人材

の確保を積極的にやっていくというのであればビジョンの中で考えられる。世界中

どこへ行っても、主要都市ではインターナショナルスクールというのが必ずあり、

日本人が行ってもそこに子どもを預けて教育を受けることができる。母国語で話し

てもイングリッシュで話しても子どもは成長していく。ブラジルでも韓国でもベト

ナムでもインターナショナルスクールは各市や町にある。湖南市がそういう外国人

労働者をどんどん受け入れていくならば、そういうビジョンを持って進めていくと

いう考え方をしたほうが適切だと思う。 

 

（委員） 

・私は勤務で上海にいましたが、上海市の人口は 2,400 万人で、そこにインターナシ 

ョナルスクールがあり、あるいは日本人学校がある。日本人が常に住んでいる人口

が 10 万人はいるとか、そういうようなレベルの都市だと思います。ここの外国人

材というのは、私の理解では、外国人実習生みたいな人を想定している。 
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（委員） 

・東近江市に私立の学校をつくっている。ここから随分、生徒が通っている。だから、 

そういう教育も含めたビジョンを労働者のために本当につくっていくのなら「併

設」だ。インターナショナルスクールを併設した学校をどこかにつくってやれば、

そこへ通わせる。今後はベトナムやブラジル、南米だけではないと思う。「国際化」

という表現をするならば、やはりビジョンはそういうことも考えていく必要があ

ると思う。 

 

（議長） 

・多分、これは私が以前の会議で日本語学校をつくったらいかがという意見を言った 

ところに、いろんな尾ひれが付いたんだと思う。意図しているところと違う言葉が

くっ付いているので、こういう表現になっていると思う。私が言っていたのは、“県

内に日本語学校がないので、公立の日本語学校をつくったらいかがですか”と。な

ぜかというと、今現在、日本国内には公立の日本語学校は、実は北海道に１校しか

なくて、公立の学校をつくると文科省から補助金が出る。そうすると、日本語を学

ぶ学生にとっては非常に安い学費で来られる。今、滋賀大学でもそうだが、大体、

留学生は最初に日本に来て日本語学校で１年ぐらい学ぶ。その人たちは何をする

かというと、日本国内で就職する人が結構増えて、高度人材の採用につながってい

る。決してそのまま工場で働く人たちではないけれど、いろんな人たちとの接点が

そういった日本語学校の中でできてくる。観光にもその人たちがいろんな接点を

持てるだろうということで、日本語学校はどうかという意見をここに入れた。その

中の延長線上で、それによって人材が入ってくるとか、そういう仕組みになってほ

しいということまでは言っていないので、多分、書き方の仕方だと思う。 

・ただ、ここにはいろいろな言葉使いがあり、未整理の部分があるので、そこを重点 

的に議論せずに、この項目が本当に必要かどうかというところ、とくに実施プラン 

の部分を見てもらい、実際のところどうなのか考えてほしい。 

・また、実施プランの 24 ページにいろんなチェック項目があるが、個人的には、こ

れはもう一度見直したほうがいいと思う。なぜかというと、例えば「企業進出や定

着のための規制緩和、インフラ整備」の中で、「付加価値額」が果たしてこれは適

切な指標なのかとか、あるいは海外事業展開のところで、「工業技術センターの技

術相談」が果たしていいのかとか、いろいろな問題はあると思う。そういう細かい

ところはもう一度再点検するので、もう少し大きなところを皆さんでみてもらい、

もう少し付け加えたほうがいいことがあれば、お願いしたい。 

・基本的に、基本ビジョンは５つで、これは前回の会議で一応合意してもらった項目

なので、その次の「具体的な施策」の部分と「実施プラン」は、まだ修正できる。 
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・前回、委員から「大阪万博」のことを少し入れたらどうかという意見があった。例

えば、観光で、万博には確かにたくさんの人が来る。今、『スカーレット』の経済効

果が湖南市でどれだけ現れているかはわからないが、万博に向けてこの５年間のう

ちに、いろんな設備を準備したりすれば、その効果がみえてくる可能性はあると思

う。 

 

（委員） 

・大阪万博に対する各市町村のスタンスはさまざまで、ノータッチというところもあ 

るし、積極的に関与していくというところもあっていろいろだと思う。万博との関

与が湖南市の中で明確に政策として、今後、やっていくというようになっているの

なら明記したらいいし、そこはまだどうなるかわからないというのであれば書く必

要もない。ぜひ、書いてくださいという意味ではない。 

・それとは別の話で、この５つの基本ビジョンが、実は一番、重要なポイントだと思

っていて、具体に絵が見えているものと、迷っているというものとがあるが、経済

的インパクトからすると、「基本ビジョンの２」がメインだと思う。湖南市はもの

づくりの市だから、ここでいろんなイノベーションが起こっていくと、市の付加価

値がぐっと上がっていくと思っている。もちろんそれ以外のビジョンも大事だが。 

・基本ビジョンの２は、「地域内企業の連携強化と起業・第二創業支援」をやってい

くということだが、文章を読んでいると、誰と誰をどうつないで、どんな絵姿にし

ていきたいのかが見えない。読んでいると、中間製品をつくっている企業が多いの

で、最終ブランドや商品づくりにまで持っていくように読めて、それを目指してい

くのか、そのための連携というのは、どんなイメージなのかいくつか疑問がある。

以前、市の担当者といろいろ話をしたとき、「ここは難しいんです」という話があ

って、迷っているのだろう、悩んでいるのだろうと思いながら読んでいた。どこま

で書いていくかを考えなくてはいけない。 

・現時点でこんな連携をやっていきたいというのがあれば教えてほしい。ものづくり

同士の連携、最終製品をつくるような製販連携みたいなイメージもある。それから、

「湖南ブランド」と書いてあるのは６次産業のことかと思ったが、でもそれは後ろ

にも書いてある。市内外からの起業者を受け入れて、地域課題とくっ付けていくと

いう連携もあって、全体ではつまり連携促進していくというという結びになってい

る。ここはどう書けばいいかが難しい。私もよくわかっていないが、ものづくり同

士の連携だと、例えば、サプライチェーンをもっと強固なものにしていくという中

小企業庁の方針があるので、むしろそれをはっきりと書いてもいいのかと思う。中

間財メーカーや加工メーカーがあるし、素材メーカーもある、中間の加工をしてい

る企業もあって、それらが連携してサプライチェーンをしっかりと組んで、いうな

らば一つの工場をつくる。湖南市に持っていったら、ここからここまでの分は加工
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してくれるし、ものをつくってくれるというのを書いて、それを最終商品に持って

いきますみたいなところを書く。もしもネタがないのなら少し弱めるとか、さらっ

と書くとか、そんな強弱が要ると思う。連携という言葉の中で、何かベタッとした

イメージに思ったのが１点目。 

・それから「基本ビジョンの５」。ここもなかなか課題、問題が多いところだが、「働

き方改革やワーク・ライフ・バランスといった職場環境づくりを推進します」とい

うように書いてあって、確かに必要だが、これも先のジェトロの活用と同じで、企

業がやればいい話。この働き方改革とかワーク・ライフ・バランスに対して、行政

としてこんな政策を打っていくというのがとくになければ、企業がやることなので

書かなくてもいいと思う。基本ビジョンについてはその２点が気になった。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。少し私のほうから修正をお願いしたい。「実施プランの１」 

のだが、実施主体で各機関を想定しているが、例えば、湖南市や商工会は入るだろ

うと思うが、国や滋賀県が実施主体になれるか、あるいは滋賀大学が湖南市で実施

主体としてできるかといわれると難しいというところがあると思う。湖南市にか

かわる部分の実施主体と、協力を求める機関を明確に分けて組み立てをしていか

ないと、誰が何をするかというところが明確にならないと思った。 

・次にビジョンのところで 14 ページだが、「地域特性を生かした湖南市型産業モデル

の創出」とあるが、「地域の自然環境、社会環境、産業環境などの地域特性を活か

し、域内消費の拡大と域外からの人やモノ、資本などの流入増という仕組みをつく

り、地域内経済循環の向上を図るという湖南市型産業モデルの創出を目指します」

と書いてあるが非常にわかりづらい。「湖南市型産業モデル」という名前をつける

のはいいが、一体、そこにどんな特徴があるのかわからない。６次産業化をある程

度優先してやるとか、これから小学校がＩＴ化していくが、ＩＴやＩｏＴとかの分

野をどう活かしていくかというところをもっと明確に入れていって、それを各機関

がどう活かしていくかとか、そういうモデルを入れておいたら、それが湖南市の産

業モデルというようになるのではないか。湖南市産業モデルとか、湖南市モデルと

いうキーワードが出てくるが、非常に不明瞭である。言葉を入れていくのはいいが、

明確に何かを重点的に行うというところが必要だと思う。 

・５つのビジョンがあり、最後の 25 ページに、重点プロジェクトがあって、このビ

ジョンを特に重点的に取り組むプロジェクトとして、３つを仮に設定したと先ほど

説明があった。３つが適当かどうかわからないが、５つのビジョンの中でこのビジ

ョンを優先的にやろうと進めていって、５年後にもう一回見直す。そういう組み立

てをしたほうが実際にやるほうからすると、むしろ進みやすいと思うが、いかがで

すか。 
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（委員） 

・重点プロジェクトはあったほうがいいのか疑問だ。「第５章 重点プロジェクト」 

というように振興ビジョンの一つの章をなしているが、私はなくてもいいんじゃ

ないかと思う。 

 

（議長） 

・あってもいいし、なくてもいいというところだが、私の意見としては、これを５つ 

のビジョンの中で優先順位をつけながら、例えば３つを優先してやりましょうと

いうほうが、むしろ進みやすいという気がする。５つを並行して進めるというより

は、３つを重点的に先に進めていったほうが動きやすいのではないかという意見

だ。 

 

（委員） 

・ここでいうプロジェクトは、この実施プランとは違うのか。 

 

（議長） 

・この中のひとつの項目として抜き出していくという感じ。例えば、海外事業の展開 

を強化しようというところを抜き出すとか、ＳＤＧｓの視点に立った起業支援を

するというのを抜き出すとか、どれかを抜き出しながらやるほうが進みやすいと

いうのが私の考え。いや、５つを並行的にやろうという話になれば、この重点プロ

ジェクトは要らないと思う。いかがでしょうか。 

      

（委員） 

・最終的には議長と事務局の方に任せたいと思っているが、もう少し大きな括りにな 

るかと思っている。例えば、ビジョン１は企業誘致とその環境整備をやるというよ

うに掲げてある。その中でもまず優先されるのは、やはり用地の確保とかマーケッ

トサウンディングみたいなこととか、インフラ整備みたいなものがあって、どんな

企業を呼んでこようかとなって、具体に整備という手順がある。それの最初の部分

を大きな括りで書いて、具体の実施プランは“ここに書いてあるとおり”というよ

うにするならば、いろんなフェーズがある中で、“まず、これをやるんだ”という

のが見えるが、読んでいると、「湖南市企業ガイド」をつくってマッチングに使う

みたいな、すごく具体的なことが書いてあって、これは一つの章をなすのかという

違和感がある。 

・最終的には任せるが、もうちょっと大きな括りで書いてもいいと思う。まず、これ

をやるんだというような、例えば財政との絡みで書きたいならば、実施プランに「ま
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ずやること」みたいな感じではっきりと書くとか、そういうほうがすっきりする気

がする。 

 

（議長） 

・残り時間が少ないが、他の委員はいかがでしょうか。何か意見はありませんか。 

 

（委員） 

・基本的なところで、例えば 10 年後に、これらの中の何が本当にできるんだろうか 

という疑問がある。もう少し何か具体的なことで、“これをやるぞ”みたいなこと

が見えると、そのほうが市のためになるのではと思う。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。他の委員はいかがでしょうか。 

 

（委員） 

・市が向かっていく方向はいろいろあると思うが、本当にこれが全部実施できたらそ 

れはすばらしいこと。逆に、市から何ができるかというのを具体案としてもらい、

こちらで精査するというのもひとつの方法かと思う。 

 

（議長） 

・他の委員はいかがでしょうか。 

 

（委員） 

・25 ページには計画が 10 年計画になっていて、そして最後の年に見直しがある。そ 

れと進捗評価指標があって、ここにはチェックを行いますと書いてあるが、どうい

う形でチェックをするのかが私にはみえない。これを例えば、議会に報告して、議

会ではそういうことをするのか。また、データを修正するようなことも書かれてい

るので、同じような疑問を持った。以上です。 

 

（議長） 

・副議長、いかがでしょうか。 

 

（委員） 

・私が日頃、勉強している分野に一番近いのは、ビジョン４の「市・農商工＋観光で 

取り組む地域資源の活用と創造」。最初に、産業ツーリズムや工場見学ツアーなど

が挙げられているが、多くの場合、工場見学となると小学校、中学校、高校の生徒、
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児童が安全な状態で見られる生産工程に行って勉強して帰っていく。それでは、具

体的な施策のところに書いてある観光消費というのが発生しないことが多いので、

観光消費が発生する大人向けの工場見学ツアーというのはどんなものだろう。具

体的に商品をイメージしながらプランを立てると、もう少しわかりやすかったと

思うし、実現可能性なども含めて、他の委員さんがいろいろ頭を使い検討できたと

思う。 

・それから農業関連のところだが、ＲＥＳＡＳ（リーサス）の分析で周りの市町に比

べて農業産出額が低い、でも米の割合が高いと書いてある。米づくりの農業から多

様な付加価値作物への転換、例えば園芸・果樹と書いてある。しかし、その園芸・

果樹というのは具体的にどういう作物が選択されるのだろうと誰しも思うところ

だが、そこが見えにくくい。「転換」といわれても、これは何か具体的な作物がイ

メージされてのことなのか。 

 

（委託事業者） 

・これはとくにイメージして書いているわけではない。抽象的な書き方で申しわけな 

い。 

 

（委員） 

・例えば、私が暮らしている彦根市は、ＪＡの中にある果樹の生産組合で数年前から 

梨をつくりはじめ、木で完熟させて売る。ここ数年、突然人気が出て、出荷シーズ

ンになると、湖岸道路がすごく渋滞するぐらいになっている。ある意味、特産品と

いってもいいぐらいになってきている。そういうことが想定されていると、「転換」

ということがもう少し理解しやすかったと思う。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。多分、「下田なす」とか「弥平とうがらし」というところ 

がある。６次産業化の部分は、農家が「弥平とうがらし」とかをやるときに工場と

協力しながらやりますという感じに書けばいいと思うが、工場の何とかという主

語で書くからわかりづらいと思う。書き方の修正とかを含めてもう一度この内容

を精査、整理して、皆さんに出すほうがいいと考えている。 

 

（委員） 

・もう１点だけ追加で、湖南市の農業は米づくりが中心ということだが、湖南市の中

で栽培されている「みずかがみ」の割合は分かるのか。農家のどれぐらいが「みず

かがみ」を栽培しているのかを教えてほしい。次に生産額が高いのは畜産。リーサ

スの分析によると肉用牛だが、これが交雑種ではなくて和牛なのかどうか、つまり
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近江牛なのかどうか。 

 

（委員） 

・近江牛です。 

 

（事務局） 

・湖南市は 1カ所だけなんで、それは調べたら分かります。 

 

（委員） 

・１形態だけで近江牛を飼われているということか。 

 

（事務局） 

・確認させていただきたい。「みずかがみ」の件も調べれば分かると思う。 

 

（委員） 

・はい、お願いします。 

 

（議長） 

・ありがとうございます。この計画自体が、今年度から来年度に向けて、これから期 

間 10 年という形で進んでいく。前期、後期で５年間ずつに分けて、最終年度に見

直しという形で少し長期的な計画になるので、あまり具体的に何かをやるというの

をこのプランの中には入れられないと思う。それぞれ短期的にみていって、年度、

年度でどういうような進捗をしていくかというところは、市のほうで施策として具

体的に進めていく。それは関係機関と一緒にやっていくという形をとると思う。 

・あとは、ここに書かれた５つのビジョンのところに、それぞれの関係機関に協力し 

てもらいながら進めていくということになるので、決して湖南市だけがやるという

ビジョンではないので、その辺を確認していくという点が必要だと思う。 

・中身については、市と委託事業者で整理し、私どももできるだけ協力しながらもう 

一回精査して、もう少しわかりやすい形で出していこうと思う。この会議の回数が

もう１回増えるかもしれないが、その間にもう少し皆さんの意見も入れながら追加、

修正し、次回、送らせていただく資料については、皆さんのほうでもう一度確認し

ていただいて、皆さんでつくり上げるという形でやりたいと思うので、ご協力をお

願いしたい。 

・また、24 ページのところに進捗指標の項目が入っているが、これに基づいてやると

いうことなので、この項目が間違っているとチェックしづらいというところがある

ので、これも副議長や私、委託事業者と協力しながら、もう一度選んでいくので、
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よろしくお願いします。そういう進め方をさせていただいてよろしいでしょうか。 

・最後に何か言いたいことがあれば、いかがでしょうか。 

・追加で市のほうからご報告やご意見はありますか。 

・では、以上をもちまして、本日の議題を終了させていただきたいと思います。今後、 

皆さんには少し負担をかけると思いますが、ぜひご協力いただき、このビジョンを

いいものにしていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

５．閉会 

（商工観光労政課） 

以 上 


